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V311b X線天文衛星 (XRISM)搭載Xtend地上校正試験用X線発生装置の開発
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2021年度打ち上げ予定の X線分光撮像衛星 (XRISM)に搭載する、軟 X線撮像装置 (Xtend)は X線ミラー
(XMA)とX線 CCDカメラ (SXI)の組み合わせにより、38分角の広視野で、0.4–13 keVのエネルギーバンドの
X線を撮像分光する。現在、SXIチームは衛星に搭載する CCD素子 (FM素子)の製作を行なっており、FM素
子の地上校正試験を 2019年に予定している。我々はこの試験で用いる X線発生装置の開発を行った。地上校正
試験では、FM素子のゲインやエネルギー分解能の測定、応答関数の構築などを予定している。これを出来るだ
け短時間で精度よく行うためには、強度と単色性の高いX線を安定に出せる装置が必要である。そこで我々は 1
次 X線源として、市販の X線管を用い、2次ターゲットを ZrO2 (O-Kα 0.52 keV)、LiF (F-Kα 0.68 keV)、Al
(Al-Kα 1.5 keV)とし、高エネルギー側を補完する放射線源として、55Fe (Mn-Kα 5.9 keV)、57Co (14.4 keV)を
設置した。また、試験時間短縮のための工夫として、装置外部からの操作により、校正試験系の真空状態を維持
したまま、選択的にエネルギーの異なる単色X線を出せるようにした。本講演では、校正試験の目的とX線発生
装置の概要を説明するとともに、実測した装置の性能について報告する。


